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秋の消費者行動研究コンファレンスの開催日程が決定しましたので、ご案内いたします。 

第１日目には、JACS 論文プロポーザル賞、自由論題報告、会員総会、懇親会を予定して

います。第２日目には、自由論題報告、統一論題を予定しています。 

 

－開催概要－ 

開催日程： 2018 年 10 月 27 日（土）・28 日（日） 

会場：  同志社大学 今出川キャンパス（京都府京都市） 

研究会参加費： 4,000 円［学生：2,000 円］ 

  ※非会員の学生は、会場受付にて学生証の提示が必要になります。 

懇親会参加費： 5,000 円 

参加申込： JACS Web サイト（http://www.jacs.gr.jp/）、FAX で受け付けております。 

参加申込締切： 10 月 12 日（金）必着 

 

※時節柄、開催地周辺にて宿泊をご予定の際は、早めのご予約をお勧めいたします。 

 

〔第 1 日目〕 

10:15 – 10:25 開会の辞 

10:25 – 11:55 プロポーザル賞 

11:55 – 13:25 昼食休憩（役員会） 

13:25 – 16:10 自由論題報告 

16:10 – 16:25 休憩 

16:25 – 17:10 会員総会 

17:10 – 17:55 選挙 

18:30 - 20:00 懇親会 

 

〔第 2 日目〕 

10:00 – 11:30 自由論題報告 

11:30 – 12:30 昼食休憩 

12:30 – 15:30 統一論題 

15:30 – 15:40 閉会の辞 

第 57 回 消費者行動研究コンファレンスの概要 

＜統一論題＞ 

アントレプレナーシップと消費者行動研究 
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―統一論題― 

「アントレプレナーシップと消費者行動研究」  

栗木契(神戸大学) 

 

アントレプレナー（起業家）というビジ

ネスの世界の冒険家たち。彼らに消費者行

動研究は、いかに貢献できるのか。 

近年わが国では、産業、行政、教育の各

方面でアントレプレナーへの関心が高まっ

ている。その背景には、複数の要因があり

そうだ。第 1 に、人口減に向かう国内市場

にあっては、企業が成長を続けるには、新

たなビジネスの領域を切り開くアントレプ

レナーの動きが重要となる。第 2 に、AI や

通信ネットワークやロボティクスなどのデ

ジタル技術の急速な発展を受けて、アント

レプレナーの活躍が期待される領域が拡大

している。第 3 に、新しい働き方や生活ス

タイルが、アントレプレナーの活躍によっ

て社会に広がることへの期待がある。 

消費者行動研究は、そのなかにあってど

のような貢献ができるのだろうか。アント

レプレナーには 2 つのタイプがあり、個人

で新たな事業をおこす個人起業家、そして

組織のなかで新たな事業に取り組む社内起

業家がいる。両者に共通するのは、新結合

によって既存の産業とは異なる新たなビジ

ネスの領域を切り開くことだといえよう。 

気になる指摘がある。アントレプレナー

たちは、マーケティング･リサーチを重要視

していないというのだ。これは個人起業家

であっても社内起業家であっても変わらな

いことのようだ。 

そこで有名なのは、スティーブ・ジョブ

ズ氏の「マーケティング･リサーチは信用で

きない」との発言である。ここまで極端で

はなくとも、「マーケティング・リサーチは

行うが、あまり頼りにはならない」といっ

た声をしばしば聞く。 

とはいえアントレプレナーたちにとって

も、新しい事業を立ちあげる際には顧客の

獲得が欠かせず、顧客となる消費者に関す

る知見が重要となるはずである。それなの

に、なぜ彼らは、マーケティング・リサー

チを頼みとしないというのだろうか。 

消費者行動研究は、マーケティング・リ

サーチを支える数々の技法や理論枠組みを

産業界に提供してきたはずである。だが現

在の延長線上にはない未知の消費、これを

リサーチの対象とすることは難しい。その

意味では、消費者行動研究が貢献してきた

のは、既存の産業を対象としたときのマー

ケティング・リサーチだったのかもしれな

い。 

しかしそうではあっても、視角を変えれ

ば、消費者行動研究がアントレプレナーに

貢献できることはあるのではないのか。ア

ントレプレナーたちは、マーケティング・

リサーチの可能性を狭くとらえ過ぎている

のではないか。消費者の購買行動を予測す

ることの他にマーケティング・リサーチが

貢献できる、より重要な領域があるのでは

ないか。 

こうした問いに向き合い、そこではどの

ようなリサーチが求められることになるの

かに思いを巡らし、議論を闘わせる。この

アントレプレナーシップと消費者行動研究

の接点をめぐっての思考の旅は、消費者行

動研究のフロンティアを見いだすことにも

貢献するはずである。 

今回はメインスピーカーとして、大阪ガ

ス株式会社エネルギー・文化研究所主席研

究員の鈴木隆様、株式会社 SEEDATA 代表取

締役の宮井弘之様にご講演を頂く。お二人

は共通して、国内有数の大企業に籍を置き

ながら社内起業家となった体験をお持ちで

あり、既存と新規の 2 つの事業領域でのマ

ーケティングプロセスに通じておられる。

そしてパネルディスカッションでは、マー

ケティングに本質直感が果たす役割の探求

で知られる、首都大学東京准教授の水越康

介先生に加わっていただき、アントレプレ

ナーに必要な知に、消費者行動研究がいか

に貢献できるかについての検討を重ねる。  
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日本消費者行動研究学会では、学会のグローバル化推進の一環として、学会員の海外学

会発表（ポスター・セッションを含む）に対する助成を行っています。 

海外発表の好機となりますので会員の皆様におかれましては奮ってご応募ください。 

申請時につきましては、報告予定でも構いません。 

なお、発表が不採択となった場合、助成金は、返還していただくことになりますので予

めご了承ください。 

 

【助成内容】 

１.渡航費  ：上限２０万円 

２.英文校閲費：上限 ５万円 

 

【応募要領】 

海外発表助成への応募を明記し、E-mail にてご応募ください。 

●E-mail 記載事項： 

①申請者および発表者全員の氏名（少なくとも１名が会員であれば応募可能です） 

②申請者および発表者全員の所属先 

③発表学会名 

④発表時期（来年度の発表も応募可能です） 

⑤発表論題 

●E-mail 宛先： 

jacs@asas-mail.jp （日本消費者行動研究学会 事務局宛） 

●E-mail 件名： 

「ＪＡＣＳ国際学会派遣助成申請＿申請者氏名」と記してください。 

 

【応募締切】 

２０１８年９月３０日（日） 

 

【採否通知】 

国際学会派遣審査委員会にて助成対象者を決定の上、２０１８年１０月下旬（10/30 頃）

に採否について、事務局より連絡いたします。 

 

【採択者の義務】 

１.派遣報告書の提出： 

派遣後 3 か月以内に、報告要旨と報告したときのコンファレンス状況などを「5000 字程

度」でわかりやすくまとめて頂き、「国際学会派遣報告書」として事務局宛に提出して

ください。提出された報告書は、本学会のホームページならびに『消費者行動研究』誌

に掲載致します。 

２.その他の提出書類： 

報告後 1 か月以内に、採択者の氏名が記載された「(1)派遣された学会のプログラム」、

「(2)助成内容１：渡航費が明記された書類（注）」、「(3)助成内容２：英文校閲費の領

収書」のすべてを事務局宛に提出してください。 

（※注：ｅチケットの控えまたはそれに準ずるもの、ＰＤＦ等のソフトコピーでも可）

2018 年度国際学会派遣案内 
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本会事務局委託先の学会支援機構におけ

るネットワークセキュリティ強化に伴いま

して、誠に勝手ながら学会事務局メールア

ドレスを以下の通り変更いたしました。  

（旧）jacs@asas.or.jp 

（新）jacs@asas-mail.jp 

アドレス帳等の登録がありましたらお手

数ですがご変更をお願いいたします。  

 

学会費の「銀行振込み」についてのお願い 

銀行振込をご利用の場合、大学名や企業

名などの「組織名」から入力されますと、

振り込みました「個人名」が特定できない

というケースが出てきます。「銀行振込」の

際には、必ず「個人名」から記入していた

だきますよう、ご協力をお願い致します。  

やむを得ず組織名から（または組織名の

み）の振込人名になる場合は、事務局まで

e-mail にてご一報いただきますようお願い

致します。 

 

ご所属・ご住所の変更についてのお願い 

★ご登録の所属先等が古いままで、更新

されていない方が多く見受けられます。 

ご所属やご住所が変更となる際には、必

ず JACS 事務局へご連絡ください。お手数

ではございますがよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「郵便局の振込用紙」に変更箇所を

明記されるケースが見受けられますが、変  

更のご連絡は、下記 JACS 事務局までお願

い致します。なお、ホームページからご自

身で直接、変更可能ですので、是非ご活用

ください。 

 

新入会員の募集について 

本学会への入会を希望される方は、ホー

ムページから入会申込書をダウンロードの

上、必要事項を記入、捺印の上、事務局ま

で郵送でお送り下さい。 

●入会資格 

[学術会員] 

消費者行動の研究・教育に従事する大学

の専任教員、大学院在籍者（在籍経験者

を含む）、およびそれに準ずる者（文部省

が学術研究団体と認める学会の正会員、

大学の非常勤講師としての教歴を有する

者、等）。但し、学術会員 2 名の推薦が

必要。 

[賛助会員] 

本学会の趣旨に賛同する法人および個人。 

●年会費 

[学術会員] 10,000 円 

 （但し、大学院生は 5,000 円に減免） 

[賛助会員] 個人会員 1 口  5,000 円 

  法人会員 1 口 50,000 円 

 

事務局メールアドレスの変更について 

●日本消費者行動研究学会（JACS）事務局のご案内●  

（事務局）    同志社大学 商学部 髙橋広行研究室  

〒602-8580 京都府京都市上京区今出川通烏丸東入  

Email: jacs.assist@gmail.com 

 

（事務取扱）  日本消費者行動研究学会 事務取扱 

〒112-0012 東京都文京区大塚 5-3-13 小石川アーバン 4F 

一般社団法人 学会支援機構内 

Tel: 03-5981-6025  Fax: 03-5981-6012 Email: jacs@asas-mail.jp 

 

＜JACS Website＞    http://www.jacs.gr.jp/ 
 

Tel: 03-5981-6011 Fax: 03-5981-6012 

jacs@asas.or.jp103-8510 東京都中央区日本橋箱崎町 19-21（IBM内） 

TEL：03-5643-5450  FAX：03-3662-3271  Email：jacs@jacs.gr.jp 

 
＜JACS Website＞    http://www.jacs.gr.jp/ 

 


